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日本人献血者のB型肝炎セロコンバージョンについて調査を行うため、2006年 10月 ―

2007年 9月 にHBs抗原がセロコンバージョンを起こした献血者48名 を特定し、最後に血
液が陰性であつた時点から最初に陽性となるまでの期間につき、年齢、性別、HBV遺
伝子型およびlgM型抗HBc抗体によって分析した。中央値は332日 でこれまでの報告よ
りも長く、他国との献血基準の違いが考えられた。また、中央値はHBV遺伝子型によっ
て異なり、GenotypeA(い ずれもAe)献血者では161日 、GenotypeB献血者では602日 、
GenotypeC献 血者では357日 であり、実際の日数を献血可能期間で除した場合、
GenOtypeAの 比率はGenotypeCよ り有意に低かつた。
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2010年 5月 、FDAは抗HBc抗体の検査の結果、供血延期となった供血者の再登録に関
する再検証方法について、ガイダンスを発表した。
A ttHBo抗 体が2回 以上繰り返し陽性のため、供血が無期限に延期となった供血者に
ついては、1)繰 り返し陽性反応の最後の検査から最短8週間後の当該供血者の追跡
検体において、FDA承認の検査で、HBs抗原,抗HBc抗体及びHBV NATが陰性である
場合、及び2)当 該供血者の献血前の血液検体において、FDA承認の検査で、HBs抗
原.抗HBc抗体及びNATが陰性であり、当該供血者が全血及び血液成分の供血者とし
て適合基準に全て適合している場合、ドナープールに再登録できる。
B ttHBc抗体が2回 以上繰り返し陽性のため、供血延期となつた供血者の検体もしく
は献血検査が 1)HBs抗原検査で繰り返し陽性である 2)抗HBc抗体検査で繰り返し陽
性結果である、又は 3)HBV NATで陽性である場合には、その供血者の供血を無期限
に延期しなければいけない。
C ttHBc検 査結果によつて供血延期となつた供血者に追跡検査の実施を希望する場
合、8週 間の待機期間が終了する前に、追跡検査を実施してよい。、HBs抗 原,抗HBo
抗体及びHBV NATの すべてが陰性結果である場合のみ、再登録の資格を得る。8週間
の待機期間中に、HBs抗原,抗HBc抗体及びHBV NATの いずれかの結果が陽性の場
合は、再登録は不適合であり、供血を無期限に延期することを推奨する。
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HEV(hepams E● rus)陽 性血液の輸血を受けた受血者のルックパック調査から、血液
製剤中のHEV高値 (〉 5 4og/bag)がウイルス伝播に関連付けられると考えられた。日本
赤十字社では北海道においては、HBV/HCV/HIV lに 加えてHEV NATス クリーニング
検査を行っているが、2005年 1月 -2006年 3月 には検査結果が判明する前に輸血が行
われた場合があつた。過去の供血保管検体のルックパック検査により、HEV陽性血液
製剤の輸血を受けた13例 が判明したが、HEV感染の徴候を示した4例 中3例 がE型肝炎
を発症し、1例は一過性のATL上昇を示した。輸血された4製剤のHEVウ イルス量と
genotypeは54(G4),55(G3).58(G4),68(G3)に g/bagで あり、HEV感染を起こさなかった
4例 へ輸血された4製剤では、く44(G3).く 44(G3),43(G4),55(G3)bg/bagで あつた。
genotype4は 3よ り毒性が高い可能性が示唆された。
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ナルにおけるE型肝炎ウイルス(HEV)の感染状況を調べるため、2004-2008年 にマカク
昌サルの9コ ロニーから定期検査において採集した血清535検体を用いて、HEV特異抗
本検査および(HEV陽性の場合に)nestedPCRを 用いたHEV遺伝子の検出を行つた。
lEV抗体は、2004年採集については検出されず、2005年採集では計25頭のサルから
lEVigG抗 体が検出され、2006年採集では抗体が検出されなかった1群 以外は陽性を
示し、全体の抗体保有率は79‖ こ達した。2007年の贈G抗体の高い検体につき遺伝子
険査を行つた結果、3検体からHEV遺 伝子を検出し、遺伝子型はいずれも3型 であつた。
畳去5年 間の観察結果より、HEVは 自然環境でもサルに伝播し、最初の感染は2004-
2005年に発生し、他のコロニーヘ伝播したことが推測された。
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HTLV-1(Human卜 co‖ しmphOtro口 o MruS type l)抗 体陽性供血者のプロウイルス量
の定量と輸血感染症の感染性ウイルス量の評価について報告された。プロウィルス量
はHTLV-1抗 体陽性供血者から白血球除去前に採取した血液検体の末梢血単核細胞
または凝固血液由来DNAを用い、TaqManPCR法によって細胞内DNA量 として定量され
た。輸血感染症の感染ウイルス量は、過去のデータで抗体陽性供血者由来の赤血球
濃厚液1単位の輸血を受けた患者の約80%にセロコンバージョンが認められたことか
ら、血液検体の80%に感染リスクがあると仮定し、推定された。その結果、HTLVプロウ
イルス量は自血球100細胞あたり001～ 49コピー(平 均083)であり、評価された血液検
体の80%に、少なくとも自血球100細 胞あたり006コピーのHTLVプロウイルスが含まれ

ていた。赤血球濃厚液1単位あたりの自血球数をl X10'数 (白 血球除去前)と仮定する

と、輸血感染を生じた製剤には少なくとも6X10'数 の感染細胞が含まれる。2007年、日
本の全血液製剤に対して保存前に自血球除去が実施され、99%の 製剤において、残

存白血球数は1× :0。 数と確認されている。仮に血清学的スクリーニングが未実施の場

合でも、血液成分中の HTLV-1感 染細胞は多くて49X104数と考えられ、推定される感

染ウイルス量はかなり少ない(6X105感染細胞)ことから、血清学的スクリーニングと自
血球除去によって事実上輸血感染リスクは排除されていることが示されたと説明してい
る。

→TLV

5lst ASH Annual
Meeting and

Exposition;2009 Dec
5-8: New Orleans.

長崎市におけるHTLV l(human T―cdしmphOtrO● c MruS type l)の 感染率とATL
(aduに ■ cdl Leukem● /Lymphoma)の発症率を、(献血者からではなく)2000-2007年 に
長崎大学病院を受診した患者 (10,261名 )のHTLV l抗体検査データおよび長崎県がん
登録された長崎市内で診断を受けたATL患者(360名 )のデータから評価した。その結
果、患者10.261名 中HTLV l抗 体陽性者は1.392名 (男性 :653、 女性 :739)、 陽性率は
1357%であり、女性が有意に高かつた。HTLV-1キ ヤリアの大まかな生涯ATL発 症リス
クは男性729%、 女性378%と推定され、また、出生年別の抗体陽性率および年間HTLV―

1キヤリア推定人数からキャリア10万 人当たりの年間ATL発 症率を推定した。本調査の
出生年別HTLV l抗 体陽性率は過去に報告された供血者の陽性率と比べて約50%高

く、また、過大評価の可能性はあるが、長崎市において高齢者のHTLV lキ ャリアの大
規模集団が存在することが示唆された。
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2009年 10月 に米国で報告されたCFS(Chro市 c Faigue Syndrome)患 者101名 のうち68

名に(これまで前立腺癌との関連が示唆されている)新規ガンマレトロウイルスXRMV
紋enotrOpt mu‖ ne Lukem僣 Йrus―rehted Mrus)を 検出した知見を受け、英国において
CFS患者186名 の血液試料からDNAを 抽出し、nestedPCRによりXMRVのスクリーニン
グが行われた。DNA調整の品質確認には細胞内β―グロブリン遺伝子が増幅され、ま
たネガティブコントロール(水 )およびポジティブコントロール(XMRV感染分子クローン)

も実施された。186例 試料すべてにおいてβ―グロブリン遺伝子は増幅されたが、XMRV
および(関連性の高い)MLV(mu■ ne ttukem格 ●rus)は検出されなかった。英国におい
てはCFSと XMRVの 関連を示す証拠は見つからなかったが、北米と欧州ではXMRV有
病率に集団差がある可能性があり、(こ れまでに)二つの米国グループは前立腺癌組
織にXMRVを 検出し、二つの欧州の研究では検出されなかつた事実もこの可能性を説
明するかもしれない。
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XMRV(xenotrOp c muHne leukomia virus― related virus)と CFS(chronic faJgue

syndrome)と の関連については、健常人の血中に測定可能なレベルでXMRVが検出さ
れている一方で、他の研究ではCFS患 者の血中からXMRVは検出されず、いかにウイ
ルスが伝播するか、XMRVが病気の原因であるかは不明である。ウイルスを検出する
有効な検査を見つけ、有病率を決定するために努力がなされ、(FDAや CDCなどの政
府機関と共に)NIH(Nat onJ lnsttutes of Heath)の ワーキンググループによって調査
中である。現在、12の検査が血液供給への感染因子混入を防ぐために行われている
が、XMRVを 検出するためのFDAに承認された検査はなく、診断基準を設定中である。
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カナダでは、CFS(Chronc fatgue syndroma慢性疲労症候群)の既往歴のあるヒトから
の供血を予防措置として2010年 5月 から禁止することが公表され、この措置を執るのは
カナダが世界で初めてである。この決定には、2009年 10月 に発表されたCFSと レトロウ
イルス (XMRV:xenotro● C munneにukem屹 urus rdated Mrus)と の存在に関連性を示
唆した報告(Sdence 200,326585-9)が引用され、この試験ではCFSの 患者から血中単
核細胞を調査した結果、患者群では101例 中68例(67%)にXMRV由 来DNAを検出し(健

常者対照群では218例中8例 (37%))、 また、患者由来のXMRVは感染性があり、ウイル
スを介した感染および細胞性感染の両方の可能性が示された。更には、CFs患者由来
の活性化PBMC、 B細胞、T細胞もしくは血漿に曝露された後、非感染初代培養リンパ
球および指標細胞培養系には二次感染が認められたことが、XMRVがCFSの 一病原因
子である可能性を示唆する根拠となっている。しかし、このウイルスが実際に患者にお
いてCFSの原因となっているか、ウイルスは正常Gntact)で感染能力があるのかは不明
であり、特に供血システムヘのリスクについては不明のままである。XMRVが更に解明
され、CFSや関連疾病におけるウイルスの関与についてより理解されるまで、今回の供
血延期を介した血液供給の安全措置を行うが、更なる知見が集まった時点で、この無
期田の仕而証期のT当社葬+.う一麿半1断すス_
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フイ国中央部 (3県7農場)におけるプタインフルエンザウイルス(SiV)の浸潤状況を調査
ナる目的で、臨床上健康なプタから血清および鼻腔ぬぐい液を採取し、それぞれ
1l Nl・ H3N2亜 型SIVに 対する抗体保有率およびSIV分離・塩基配,1決定を調べた。肥
等ブタからHlNl亜型ウイルス1株、子ブタからH3N2およびHlN`亜 型ウイルスが各 1々

によび3株分離され、いずれも2000-2005年 にタイで流行したSIVと 近縁であった。また、
母ブタ群の抗体保有率は1年を通して他群 (月E育ブタ・子ブタ)より高く、母ブタが農場内
D循壼に閣与l´ている可能I14が 示眸六九■^
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大阪におけるパンデミックインフルエンザHlN12009:発 生日 2009年 10月 2日 、最初の
確定日 2009年 10月 21日 、報告日 2009年 10月 21日 、原因 パンデミックインフルエン
ザHl N12009。 2009年 10月 2日 に大阪でバンデミックインフルエンザHlN 12009のアウト
ブレイクが発生した。飼育頭数はプタ1000頭、確定例はブタ10頭 、死亡例0頭であつた。
日本でブタがバンデミックインフルエンザHl N12009に感染した最初の報告である。臨床
FI状を示さないブタから無作為にブタ鼻腔スワブ10サンプルが集められ、そのプール
からウイルスが分離され、サブタイプHlおよびNlが確認された。農場は(ブタの)移動を
自粛し、半径10km以 内のプタに異常は認められていない。
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2008-2009年 冬にスウエーデンで最初にHlN2フ タインフルエンサが診断されたが、その
ブタ群からHlN2サブタイブインフルエンザウイルスのリアソータントを特定した報告であ
る。ヨーロッパHlN2ブタインフルエンザウイルスの殆どはこれまで、ヒト様HlN2 SiVの
HA(haemag」 uti市 n)とヨーロッパHlN2も しくはH3N2SiV様ウイルスのどちらかの
NA(neuramhidase)を 保有しているが、このスウェーデンで分離された株はトリ様SIV HA

およびH3N2SⅣ様NAを保有している。このH3N2SIVttNAは 、ドイツ分離株に認められ
る過去10年間に分離されたHlN2ウ イルスの起源であるH3N2の NAと比べ、80年代初期
に分離されたH3N2SIV NAに より近く、両者は独立してNAを 獲得したことを示唆してい
る。このウイルスの内在遺伝子(hternd geno)は 、トリ様SiV HlNl起 源であることが示さ
翡f‐
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米国CDC(Centers for Disease Contrd and PrevenJon)は 2010年 1月 15日 に、新しいブ
タインフルエンザによるヒト感染例を報告した。アイオワ州の小児は2009年 9月 にブタイ
ンフルエンザウイルスH3N2に感染したが、11月まで表面化しなかつた。少年は入院も
必要とせず、十分に回復した。本例ではウイルスの広がりはなく、また、ヒトヒト間の感
染を疑う根拠はなかつた。当該少年が感染した経緯は不明であり、ブタとの接触は知ら
れていない。
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中国香港大学は定期インフルエンザウイルスサーベイランスでブタインフルエンザウイ
レスとバンデミックHlNlウイルスのリアソータントを検出した。当該サーベイランスでの
実出は初めてであるが、世界中で同様な検出がされている。また、このリアソータントは
ニトでは検出されておらず、現時点では香港の集団には出現している兆候はない。引き
続き、養豚場の監視およびブタの健康状態のモニターが続けられる。

インフルエンザ
3loomberg News
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ケーストラリアおよびニュージーランドの医師 は、フタインフルエンザ感染の最も危険な

大態は、感染によつて肺に炎症が生じ、液体が貯留し、機能不全になった場合であるこ

ヒを見出した。ウイルスに感染しても命の危機に瀕する疾病に発展するヒトは少数であ
り、バンデミック株に由来する三大合併症の最大の共通点は、インフルエンザA関連急
土呼吸疾患症候群もしくは■aardsであると説明した。日aardsは 多臓器不全と関連するこ
ヒもあり、死亡と最も高い関連がある。日aardsに 罹る多くの患者は若者でこれまで健康
であり、オーストラリアでは、季節性インフルエンザによる死者の年齢中央値は83歳で
ちるが、新型HlNlウイルスでは51歳であると報告された。

インフルエンザ
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米国CDC(Centers for Dteaso Contrd and Prevenuon)は 2010年 1月 15日 に、新しいブ
タインフルエンザによるヒト感染例を報告した。アイオワ州の小児は2009年 9月 にブタイ
ンフルエンザウイルスH3N2に感染したが、11月まで表面化しなかった。少年は入院も
必要とせず、回復した。本症例ではウイルスの広がりはなく、また、ヒトーヒト間の感染を
疑う根拠はなかった。当該少年が感染した経緯は不明であり、プタとの接触は知られて
いない。

インフルエンザ
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「季節性インフルエンザウイルスのヘマグルチニンとノイラミニダーゼを含む3種再集合
体ブタインフルエンザA(HlNl)の ヒト感染」についての報告がJournJ Of infecuous

Dteases 201Q 201に 発表された。バンデミックHlN1 2009株 とは異なるプタ起源である
インフルエンザA(HlNl)ウ イルスの再集合体が患者3例から分離され、この3名 はカナ
ダ・Saskachewanの 同じ大規模ブタ作業場で働いていた。ノイラミニダーゼおよびヘマグ
ルチニン遺伝子がヒトHlNlウイルスから判明し、A/B● sbane/59/2007と密接な関連が
あった。

|

新型インフルエ

ンザ(HlNl)

BヽC Newsletter#38

2009 0ct 23:13-14

欧州運含の血液規制委員会 (Bおod Rogulato″ Committeo)は 、HlNlイ ンフルエンザパ
ンデミックが血液供給に不足をもたらすとの報告があることから、血液供給を十分確保
するために2つの規制を緩和する事を検討している。欧州各国の代表は、深刻なパン
デミックにより10-15%の輸血用血液が不足となる事を懸念している。委員会はEBA
(European Bbod Jhance)、 欧州内のassOdaton of natond sup口 iers and re」 ond
洲‖ancesおよび各国規制機関(Competent Authorty】 こ出席を依頼し、安定供給を維持
するためにどの規制を緩和するか検討した。インフルエンザ様症状回復後の献血延期
期間の短縮(14日 から7日 もしくは5日 へ)およびヘモグロビン値の基準の緩和(女性 :

1,らムヽス1ク●/“ へ 里141■ 5か ス1■●/mへ
"綸

計lてぃス_

新型インフルエ

ンザ (HlNl)

:DWR Week 49 2009:
11(49)015

WHOは 2つのオセルタミビル耐性HlNlウイルス感染患者のクラスター報告を受けた。し
ずれも病院内における同じ病棟内で発生しており、免疫不全、あるいは高度の免疫抑
制状態にある患者に感染がおき、耐性ウイルスのヒトーヒト感染が疑われている。抗ウ
イルス薬投与中の薬剤耐性ウイルス発生は、季節性インフルエンザで明らかとなって
いるが、バンデミック(HlNl)2009こおいても観察された。現在、院内感染経路の特定、
医療従事者や入院患者、院外への感染拡大について確認作業中であるが、これまで
の結果は安心できるものである。

新型インフルエ

ンザ(HlNl)
01E2010」 anuary 14

デンマークにおけるパンデミックインフルエンザA/HlNlウ イルス(2009):発生日 2010
■1月 4日 、最初の確定日 2010年 1月 9日 、報告日 2010年 1月 9日 、原因 バンデミック
インフルエンザA/HlNlウ イメレス。2010年 1月 4日 にRingsted」 ystrupおよびHdbaek
「dttseで ノくンデミックインフルエンザA/HlNlウ イルスのアウトブレイクが発生した。
と々 、飼育数ブタ3,200頭 、確定例はプタ720頭 、死亡例0頭および飼育数ブタ3,400頭 、
議中衝lけづ o々ち n話 ル■衝l■ 藁■ふぅf_

析型インフルエ
ン1ヂ (HlNl)

〕roMED― ma‖

201001010014

中国AFCD(AgHcuLure,nshenes and DepartmenOは 、2009年 12月 10日 、地方牧場か
ら集めたブタの鼻スワブ検体がバンデミックインフルエンザA HlNlに陽性であったこと
を確認した。1200頭のプタを飼育するこの牧場のブタ全頭にインフルエンザ様症状はな
かった。AFCDは 当該牧場のプタについて更に検査を始め、また、すべての地方ブタ牧
場からサンプルを収集したが、これまでのところすべて陰性である。
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新型インフルエ

ンザ (HlNl)

OIE 2009 September
18

英国におけるパンデミックインフルエンザA HlNl(2009)ウ イルス:発生日 2009年 9月 1

日、最初の確定日 2009年 9月 16日 、報告日 2009年 9月 18日 、原因 ′くンデミックHlN
ウイルス(2009)。 2009年 9月 2日 にNORTHERN IRELANDで アウトブレイクが発生し、飼
育頭数はブタ5,000頭 、確定例はブタ4500頭 、死亡例5頭であつた。

新型インフルエ

ンザ (HlN:)
DIE 2009 0ctobor 27

アイスランドにおけるパンデミックインフルエンザA HlNl(2009)ウ イリレス:発生日 2009
■10月 24日 、最初の確定日 2009年 10月 27日 、報告日 2009年 10月 27日 、原因 バン
デミックHlNウイルス(2009)。 2009年 10月 24日 にGULLBRINGUでアウトブレイクが発生
ン、飼育頭数はブタ4.500頭 、確定例はブタ10頭 、死亡例0頭であつた。

新型インフルエ
ンザ(HlNl)

OIE 2009 November
26

インドネシアにおけるパンデミックインフルエンザA/HlNlウ イルス:発生日 2009年 8月

27日 、最初の確定日 2009年 9月 15日 、報告日 2009年 11月 26日 、原因 パンデミックイ
ンフルエンザA/HlNlウ イルス。2009年 8月 27日 にKEPULAUAN RIAUでパンデミック
A/HlNlウイルスのアウトブレイクが発生した。飼育頭数はブタ250,000頭 、確定例は不
明、死亡例0頭であつた。

新型インフルエ

ンザ (HlNl)

CCDR Weekly 2009:
日uWatch(Week35)

カナダPHAC(PuЫ ic Hoalth Agency of Canada)に よるバンデミック(Hl Nl)ウ イルスの監
視と疫学調査の週間報告である。2009年 8月 30-9月 5日 の週は、全体のインフルエンザ
活動の傾向は先週と同様の活動性を示し、lLl診 察の割合は一年のこの時期の予想よ
りわずかに高かつた。バンデミック(HlNl)2009の ピークは6月 の最初の3週間であつた。
罹患数においてはパンデミック(HlNl)2009の 勢いは低く、この週の入院数は11例 およ
び死亡2例が報告された。2009年 9月 5日 現在、入院総数は1,445例、285例はiCUに入
院し、バンデミックが起こつて以来死亡総数は74例となつた。また、バンデミック
(HlNl)2009は 全州および準州に広がったが、これまで入院症例の約90%お よび死亡症
例の85%以上は4州 (AB,MB,ON.OC)か ら報告されている。2歳 以下の子供、妊娠女
性、疾患のある65歳以下の人および先住民は、入院する割合が高くまた重症化するリ
スクが大きい。

2
新型インフルエ

ンザ(HlNl)

DIE 2009 December

23

車国におけるパンデミックインフルエンザHlNl:発生日 2009年 12月 14日 、最初の確
定日 2009年 12月 14日 、報告日 2009年 12月 23日 、原因 バンデミックインフルエンザ
1l Nウ イルス。15のアウトブレイクが2009年 14,16,18日 に発生し、総計で疑い例はプタ
B.691頭、確定例はプタ241頭、死亡例は0頭であつた。

2
新型インフルエ

ンザ(HlNl)
DIE 2010」 anuary 27

セルビアにおけるパンデミックインフルエンザA HlNl(2009):発 生日 2010年 1月 18日 、
最初の確定日 2010年 1月 25日 、報告日 2010年 1月 25日 、原因 バンデミックHlNlウ イ
ルス(2009)。 2010年 1月 18日 にSRBl」 AでバンデミックHlNlウイルスのアウトブレイクが
発生した。飼育頭数はプタ10.830頭 、確定例はプタ20頭、死亡例0頭であつた。

新型インフルエ

ンザ(HlNl)

ЭIE 2009 December

iフ

タイにおけるインフルエンザA/HlNlウ イルス:発生日 2009年 12月 4日 、最初の確定
日 2010年 12月 14日 、報告日 2009年 12月 14日 、原因 インフルエンザA/HlNlウ イル
ス。2009年 12月 4日 にSARABuRIでインフルエンザA/HlNlウ イルスのアウトブレイクが
発生した。飼育頭数はプタ680頭、確定例はブタ34頭、死亡例0頭であつた。

新型インフルエ

ンザ(HlNl)
):E2009 November(

台湾におけるA/HlNlインフルエンザウイルス:発生日 2009年 10月 19日 、最初の確定
日 2009年 11月 2日 、報告日 2009年 11月 5日 、原因 A/HlNlインフルエンザウイルス。
2009年 10月 19日 にT'Al―TUNGで A/HlNlインフルエンザウイルスのアウトブレイクが発
生した。飼育頭数はブタ3,346頭 、確定例はプタ160頭、死亡例0頭であつた。

新型インフルエ
ンザ(HlNl)

0:E2009 December
17

中国におけるインフルエンザA/HlNlウ イルス:発生日 2009年 10月 28日 、最初の確定
日 2009年 11月 19日 、報告日 2009年 12月 11日 、原因 インフルエンザA/HlNlウ イル
ス。2009年 11月 25日 にBtt」 INGでインフルエンザA/HlNlウ イルスのアウトブレイクが発
生した。飼育頭数はイヌ52頭、確定例はイヌ2頭 、死亡例0頭であつた。

新型インフルエ
ンザ(HlNl)

DIE 2010」 anuary 9

デンマークにおけるバンデミックインフルエンザA/HlNlウ イルス:発生日 2010年 1月

4日 、最初の確定日 2010年 1月 9日 、報告日 2010年 1月 9日 、原因 パンデミックインフ
ルエンザA/HlNlウ イルス。2010年 1月 4日 にEast,Ringstedで パンデミックインフルエン
ザA/HlNlウ イルスのアウトブレイクが発生した。飼育頭数はプタ3,200頭 、確定例はプ
タフ20頭、死亡例0頭であつた。

3
新型インフルエ

ンザ (HlNl)

OIE 2009 December

10

ごイツにおけるインフルエンザウイルスA HlNl:発 生日 2009年 11月 21日 、最初の確
超日 2009年 12月 3日 、報告日 2009年 12月 10日 、原因 インフルエンザウイルスA
llNl。 2009年‖月21日 にRHEINLAND―PFALZでインフルエンザウイルスA HlNlのア
クトブレイクが発生した。飼育頭数はプタ425頭、確定例はプタ2頭 、死亡例2頭であつ

新型インフルエ

ンザ (HlNl)
01E2010」anuary 20

日本におけるパンデミックインフルエンザHlNl(2009):発生日 2010年 1月 12日 、最初
の確定日 2010年 1月 12日 、報告日 2010年 1月 20日 、原因 ′くンデミックインフルエン
ザHlNl(2009)。 2010年 1月 12日 にYAMAGATAでノくンデミックインフルエンザHlNl(200,
のアウトブレイクが発生した。飼育頭数はプタ2,445頭 、確定例はプタ164頭、死亡例0頭
であつた。

新型インフルエ

ンザ (HlNl)
)IE 2009 November 3

米国における2009バンデミックA/HlNlインフルエンザウイルス:発生日 2009年 10月

22日 、最初の確定日 2009年 11月 1日 、報告日 2009年 ‖月3日 、原因 2009バンデミッ
クA/HlNlインフルエンザウイルス。2009年 10月 22日 にINDIANAで 2009バ ンデミック
A/HlNlインフルエンザウイルスのアウトブレイクが発生した。飼育頭数はプタ3.000頭、
確定例は不明、死亡例0頭であつた。
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新型インフルエ

ンザ(HlNl)

01E2009 December
24

ロシアにおける′くンデミックインフルエンザA/HlN12009ウ イルス :発生 日 2009年 11月

10日 、最初の確定 日 2009年 12月 3日 、報告 日 2009年 12月 23日 、原因 バンデミックイ

ンフルエンザA/HlN12009ウ イリレス。2009年 11月 10日 にCHUVASHSKAYA
RESPUBLIKAで ′くンデミックインフルエンザA/HlN12009ウ イルスのアウトブレイクが発

生した。飼育頭数はプタ10,625頭 、確定例 はプタ45頭、死亡例0頭であつた。

新型インフルエ

ンザ(HlNl)

〕‖nical lnfectious

〕iseases 2010:672-

,78

重症バンデミック2009インフルエンザA(HlNl)ウ イル不感染とイムノグロブリンG2(IgG2)

欠損との関連を調査するため、HlNl感染患者集団におけるLGサブクラスのレベルを
調べた。HlNl感 染患者を、重症 中等度 健康妊婦に分類し、各群の血液サンプルを
比較した。統計学的に有意な低アルブミン血症、貧血、総lgG・ lgGl・ LG2レベル低下が
重症HlNl感染患者に認められ、これらのレベル低下と重症HlNl感 染と関連が示され
た。多変量解析後にも低アルブミン血症と平均ヒG2レベルについて有意差が見られ
た。ヒG2欠損患者を対象に平均90日 間の追跡調査を実施したところ、低アルブミン血
症はほとんどの患者で解消していたが、lgG2欠 損は解消しなかった。健康妊婦では軽
度のlgG1/1gG2低下が認められたが、HlNl感 染妊婦ではlgG2レベルが有意に低かつ

新型インフルエ

ンザ(HlNl)

三uro surve‖ lanco

2010:15(9):p‖ =19498

2009-2010年 のノルウエーにおいて、2009バンデミックインフルエンザA(HlNl)ウ イルス
のhaemagJuunh HAlに 変異のあるD222Gが 死亡および重篤症例に頻繁に認められた
が、中等度の症例では事実上認められなかった。この差異は統計的に有意であり、本
結果は、この変異と臨床症状間における因果関係と一致している。本報告は、重症例
の転j吊と関係のあるパンデミックウイルスにおける変異の特定を行つた最初の報告で
ある。一方、非重篤症例においても、実際に変異ウイルスが非常に低い頻度で流行し
ているかを判断するために軽症の症例を対象とした調査が必要である。

新型インフルエ

ンザ(HlNl)

imerging Infectious
)iseases l6(4); 722-
r23 April 2010

日本血液センターは献血後にインフルエンザAバンデミック(HlNl)2009感 染の可能性
のある血液製剤につき、NAT(nuddc add am口 ncation techndogy)を 用いてウイルス
遺伝子を検査した。献血後7日 以内にインフルエンザの症状を示した96人の供血者か
ら血漿96検体および赤血球67検体を検査した結果、パンデミック(HlNl)2009ウイルス
はどの検体からも検出されなかつた。バンデミック(HlNl)2009ウ イルスにおけるウイル
ス血症が非常に低いためNATで検出されない、あるいはウイルス血症を同定するには
確認期間が短いことが示唆される。

新型インフフレエ

ンザ (HlNl)

\tlanta health, diet
rnd fitn€ss news
2009 October 29)

米国においてタミフル耐性HlNlウ イルスがヒトーヒト間で伝播した初めての症例が報告
された。2009年 6-フ 月、ノースカロライナ州でキヤンプ中の65人にHlNl感染のため、600
人には予防目的でタミフルが処方された。同じキャビン内の2人 の女性は、タミフル服用
後に症状が発現し、2ヶ 所に変異のあるウイルスが検出され、薬剤耐性であつた。この
ウイルスは、検査した他のヒトには検出されなかった。問題は、1人の女性からもう1人
の健康なキャビンメイトにウイルスが伝播したことであり、予防目的で健常者がオセルタ
ミビルを服用することは、耐性獲得のリスク増加に繋がるかもしれない。予防目的の場
合、抗ウイルス薬の代わりにHlNlワ クチンが有用であると考えられる。

新型インフルエ

ンザ(HlNl)

,lomegian lnstitute o

'ublic Health (2009

{ovember 20)

ノルウェーで新型インフルエンザ陽性であつた患者3例 に、インフルエンザA(HlNl)変 異
株が検出された。バンデミックインフルエンザのサーベイランスの一部として患者数人
のウイルスを解析した結果であり、これまでもいくつか変異株が検出されているが、注
目した変異株は新型インフルエンザA(HlNl)感 染による死亡2例から検出された。この2

例はノルウエーで新型インフルエンザ由来で死亡した最初の2例であり、その後、死亡
例からの変異株の検出はない。この変異は、気道のより深部に感染し、その結果重篤
化を引き起こす可能性がある。ノルウェイ人症例から確定された約70の ウイルスを解析
し、3例 の患者からのみ変異株を検出した。この変異株は集団に流行はしておらず、自
然発生した可能性があり、ワクチンや抗ウイルス薬の効果に及ぼす影響はない。

4
新型インフルエ

ンザ(HlNl)

lBc News (2009

{ovember 20)

英国では(2009年 11月 20日現在)、 プタインフルエンザのタミフル耐性株が入院患者の
間で広まつている。U市 versた y Hospital of WJesの 重症患者を処置しているユニットで5

例の患者が感染した。2例 は回復し退院したが、1例は集中治療を受け、2例 は病棟で
治療中である。当局によると、他の患者への影響はなく、原因究明中である。院内感染
はこれまでに3011あるが、タミフル耐性株のヒトーヒト感染が初めて確認された症例であ
る。

訴型インフルエ

ンザ (HlNl)

ProMED― ma‖

200910203600

パンデミックHlNlイ ンフルエンザウイルスが米国内のブタで初めて確認されたとUSDA
(u S of AgHcuLure DepanmenOは 発表し、また、食用プタが感染しても屠殺はせず、プ
タ肉製品からこのインフルエンザに罹ることはなく、食べても安全であると報告した。感
染が確認されたブタはミネツタ州フェアに出品されており、このフェアに参加した4例 の
10代若者がHlNlウイルス陽性と診断された。usDAは 、現時点で収集した情報による
と、この若者はフェアのプタに接触したことで罹患したのではないと報告した。

析型インフルエ

ンザ (HlNl)

proMED―ma‖

200912024111

米国Virgina州 で養殖用七面鳥の群れにバンデミックHlNlが検出され、米国農務省(U(

Agncuture Depattment)は 米国内における七面鳥では初症例であると報告した。カナタ
とチリでは報告がある。インフルエンザ様症状のあつた作業員から七面鳥に感染した■
能性が報告されている。

4
新型インフルエ

ンザ(HlNl)

)roMED― ma‖

100912284372

米国では2か所のNotth Cardha農 場におけるブタから採取した検体において、新型
Hl N12009イ ンフルエンザウイルスが検出された。いずれの農場でも、ヒトからブタにウ
イルスが感染したと報告され、インフルエンザウイルスに感染後回復したブタ由来の豚
肉を食べても安全である。ブタに新型HlNlイ ンフルエンザが確認された州は他に3州 占
り、また、ネコ、フェレット、七面鳥、イヌおよびチータにおいてウイルスが検出されてい
るが、すべてヒトからの感染である。
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新型インフルエ

ンザ (HlNl)

三urosurvellance

2010115(16):

,1=19546

スコットランド西部におけるバンデミックインフルエンザA(HlNl)に感染した、コミュニ

ティー患者および重症患者に対し、HA(haemag」 ut面 n)遺伝子のD222G(222番 目のア
ミノ酸がアスパラギン酸からグリシンヘ変異している)について解析を行い、更に、重症
患者のうち死亡例と回復例について検討した。その結果、D222Gの 発現率は、死亡例
では87%(2/23例 )に対し、コミュニティー患者および回復例では0%(0/35例 )であつた。ま
た、D222N(アスパラギン酸→アスパラギン)の発現率は、死亡例および回復例では
62%(2/32)で あつたが、この変異の重要性は不明である。D222G変 異を持つ死亡患者
のうち1例は、D222(変異なし)お よびD222Gが 混在していたが、この同一患者から再び
保取した他の2サンプルからは、D222Gの み及びD222が検出され、当該患者は混在し
た変異を持つウイルスに罹患した事を再確認した。

新型インフルエ

ンザ (HlNl)

WHO Pandemic
(HlNl)2009-update
101

ⅣHOによるパンデミック(HlNl)2009に 関する週間報告であり、世界の各地域の感染状
況について更新された。バンデミックインフルエンザHl N12009の確定症例が214カ 国を
超える国から報告され、この中には死亡18097例 が含まれている。状況は前回から大き
な変化はなく、パンデミックインフルエンザウイルス感染の最も活動している地域は地
中海および東南アジアであり、南北半球の温帯地域では低く散発的である。中央アフリ
カではB型季節性インフルエンザ感染が増加しており、すべてのインフルエンザ分離株
の85%に達している。インフルエンザB型 はアジアおよびヨーロッパの一部で低いレベル
での検出が続いており、現在、中央アメリカで報告がされている。

新型インフルエ

ンザ(HlNl)

CDC F uView 2009-
201 0 1nfluenza

Season Week 19
ending May 21.2010

米国CDCは 、Week 19(2010年 5月 9-15日 )における国内インフルエンザ活動が減少し
た事を報告した。検査の後、インフルエンザ部門に報告された検体14(09%)がインフル
エンザ陽性であり、CDCに報告されたインフルエンザAウイルスのすべてが2009インフ
ルエンザA(HlNl)ウ イルスであった。また、肺炎およびインフルエンザに起因する死亡
の割合はepdemt threshddを下回り、インフルエンザに関連した小児の死亡例は報告
がなかった。インフルエンザ様症状で来院した患者の割合は08%であり、全国基準の
23%を下回り、調査対象である10の全地域についても地域の基準を下回つた報告で
あった。

島インフルエン
チ

V rus Cenes 2009
Aug:39(1)76-80

トリインフルエンザH5Nlウイルスの感染者における組織分布および肺以外の臓器での
腹製能を調査するため、感染患者の剖検を実施した。ウイルス量は膊臓に比べて肺で
最も多く、心臓・肝臓・腎臓・大小腸または1悩ではウイルスは検出されなかつた。また、
ウイルス量は右肺に比べて左肺でより多く検出され、左肺の病理組織により重篤な損
陽が認められた結果と一致し、また、左肺組織には+/―鎖双方のウイルスRNAが存
在した。一方、低ウイルス量であつた牌臓には+鎖ウイルスRNAは認められず、循環血
夜などによって運ばれた可能性が示唆される。

島インフルエン

げ

PLoS Pathogens

5(12)l e1000709,2009

December

l103年 以来、H5Nlトリインフルエンサウイルスのヒト懸梁例は40期を超え、60%以上の
厖亡率である。ほ手L類のモデルとしてモルモットを用い、6種類のH5Nlトリインフルエン
デウイルスの感染実験を行つた結果、2種類のウイルス(DKGX/35お よびBHGQH/05)
ま接種動物から未接種動物へ伝播した。変異実験からPB2蛋 自の701番 目に位置する
アスパラギンがモルモットにおけるDKGX/35の感染に必須であり、HA(hemag」 utinn)蛋

ヨにおけるアミノ酸変化 (158-160番 目の格化の欠損)はシアル化グリカンヘのHA結 合
を招き、モルモットにおけるH5Nlウイルス感染にとつて必須条件であつた。PB2および
{Aにおけるアミノ酸の変化は、H5Nl株がバンデミックを起こす可能性を評価する重要

'今
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日本脳炎

日本ワクチン学会第

13回 学術集会 (2009

September 26-27)
lA― C-6

国内におけるヒトおよびブタの」EV(日 本脳炎ウイルス)に対する中和抗体 (NTl面 )お よ
び赤血球凝集抑制抗体価(HI価)が測定され、日本脳炎抗体保有状況が報告された。
本報告は、2008年度感染症流行予測調査 (11都 道府県の約3.200人 および35都道県の
ブタ約5.000頭を対象)に基づいて実施された結果である。ヒトにおける抗体保有率(NT
岡1:10以上)は 1-5歳 :20%未満、8歳 :70%、 9-20代 前半:80%以 上、20代後半以降から激
減し、40-50代 :30%未 満であつた。また、3-4歳 (標準的接種年齢)で は2004年度には
620%であつたが、2006年度以降激減し、感受性者の蓄積が認められた。今後、定期予
防接種対象年齢者および2005年 5月 に発令された「勧奨差し控え」期間に接種を受け
なかつた者などにつき、抗体保有率の向上が望まれる。

5 日本脳炎

日本ウイルス学会第
57回学術集会 (2009

0ctober 25-27)

2P145

富山県内の蚊 (21ヶ所で捕集した48プール)およびブタ血清(4ヶ所で採取された9検体)

における日本脳炎ウイルス(」EV)分離および分離株の遺伝学子的解析が報告された。
」EVの検出時期と蚊の発生消長を比較した結果、豚合では、蚊の発生後JEV陽性率が
上昇し、牛合では、豚舎より」EV陽性率は低く、時期は一致する傾向にあった。アカイエ
カの発生の少なかった2006年 には」EVは分離されなかつた。また、EおよびprM領域の
遺伝子解析の結果、いずれの分離株もGenotypel型であつた。

狂犬病 'roMED― ma‖

:01001190212

米国PHnce Ceorge's Countyの 小・中学生教育用農場で6週齢の仔牛1頭が狂大病陽
性を示した。この感染した仔牛に接触したヒトは、電話をしてくるよう当局は依頼してい
る。

狂大病
〕DC/MMWR 2010:
,9(7);185-190:2010

=obruary 26

2009年米国テキサス州で、17歳 の少女が狂大病の不稔懸染と診断された初の症例報
告であり、病気の診断に複数回入院したが、集中治療を受けることなく回復した。人畜
感染症である狂大病は、発病後に文書化された証拠のある回復例は世界で6例であ
り、5例 は感染前に予防接種を受けていた。当該患者は、頭痛・候輝所恐怖症などのた
め入院し、症状の回復により退院したが、頭痛の再発により他院を受診し、感染性脳炎
が疑われ、入院した。頭痛発症の2ヶ月前にコウモリと接触していた事から、CDC
(Centers fOr Dtease Contrd and Preven● on】 こて検査を行つた結果、血清および脳脊
髄液に狂大病ウイルス抗体陽性が認められたため、狂大病ワクチンおよびヒト狂大病
争府ゲロプリラボ埒二六カ 同績・:日障lト
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